







































































































































こうした移行過程を経て 1980 年代から留学生受入 10 万人計画が開始された。すでにこ
の時点では、文部省・日本国際教育協会を中心とした国費留学生に重点を置いた留学生政
策が形成されており、現在なお日本の留学生政策の根幹をなしている。また、戦時期から
戦後にかけて日本に留学した東南アジアからの留学生は、帰国後各国で元日本留学同窓会
やアセアン元日本留学生評議会（ASCOJA）を結成した。彼らは戦後の東南アジアにおけ
る帰国留学生ネットワークを構築し、今なお日本との強いつながりを維持している。この
ようにみてくると、現代の留学生政策を考えるためにも、戦時戦後の留学生政策の史的展
開や戦後の留学生政策の形成過程についてはもっと注目されてもよいだろう。 
 
